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中国の消費者行動におけるソーシャルネットワークの役割
─「単位」から「圏子」（QUANZI）まで─
三橋秀彦
　中国経済の規模が拡大するにつれ、世界的に中国人消費者の消費動向や特
性に注目が集まっている。スマートフォンを片手に「爆買い」に走る訪日中
国人観光客の姿は、一時期日本のマスメディアを賑わせ、日本人の中国人イ
メージに多大な影響を与えた。他方でインターネット上に溢れた情報を頼り
に、彼らが SNS から発信する日本の日常の光景は、新たなリアリティとし
て中国人の対日イメージを形成している。
　こうした中国人とインターネットとの結びつきの重要性は、我々が街角で
遭遇する中国人の日常の姿だけでなく、アリババ（阿里巴巴）やテンセント
（騰訊）のような世界的規模のネット企業が中国で誕生し、今では中国経済
にとってネット企業はアメリカにおけるグーグル、アマゾンのように経済の
牽引役となっていることにも示されている。実際、2014 年にアメリカを超
え、中国は世界最大の電子商取引市場を擁する国となった 1）。
　伝統的に培われてきた中国人の人間関係形成原理がインターネットという
関係構築ツールを手にすることによって開花し、それが今日の中国経済の新
たなトレンドを生みだしているのではないか。本論文はこうした問題意識の
下、中国人消費者とインタ―ネットとの親密性を論じたものである。このた
め中国社会の伝統的「親密圏」の分析からスタートし、ソーシャルネット
ワーク研究の成果を使用することで、既に情報化社会となった今日の中国の
消費者行動の起源に迫ろうと試みた。伝統的に中国人論、中国社会研究で
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は、本論文の冒頭で取り上げる「面子」のような、社会と個人すなわち公私
の接点におけるダイナミズムに注目した概念が重視されてきた。それはまさ
しく社会学者、社会心理学者たちが、個人と社会とがその主導権をめぐり相
互作用を通じ融通無碍に力関係を変えてゆく姿に、中国社会のリアルな姿を
見出してきたために他ならない。
　本論文ではまず、ネットワーク研究の前史として、これまで中国社会学が
独自に生み出し、今日のソーシャルネットワーク研究へと繋がる研究の系譜
を整理する。続けて今日のソーシャルネットワーク研究の分析に移り、最後
にそうしたソーシャルネットワーク研究のもつ消費者行動研究への応用可能
性を展望する。
1. 中国における公共圏・親密圏
（1）中国社会研究における親密圏
　ドラマツルギーの提唱者として知られ 20 世紀を代表する I・ゴッフマン
の代表作に『儀礼としての相互行為―対面行動としての社会学』がある。同
作品の第一章のタイトルは、原著で「Face –work」､ 邦訳では「面子と行為」
となっている。ゴッフマンはドラマツルギー宣言とも言える同書を、以下の
ような面子の分析から始めた。
「面子とは、認知されているいろいろな社会的属性を尺度にして記述
できるような自分をめぐる心象である。ただし、その心象が他人を
巻き込む場合もある。たとえば、その人が自分自身の体裁を良く見
せることによって自分が属している職業や宗教の体裁を良く見せる
場合がそれにあたる」2）
　上記のゴッフマンの著作に引用されたのが、Hsien Chin Hu, The Chinese 
Concept of Face, American Anthropologist, 1944, 即ち後年、面子研究の提唱者
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として知られる胡先縉がアメリカで書いた作品である。同論文で胡は「面
子」という概念を使って西欧の自我論では説明出来ない中国人特有の自己の
形、現在では「関係性自己」として知られる概念を打ち出した。「面子」が
人々の行動原理となる社会において、個人は「個」として存在せず、あくま
でも自らを取り巻く関係の交差点であり、逆に人はこうした関係に相応しい
社会的役割を果たせてその関係に相応しい「個」となりうる。つまりその人
にとってどれだけ優れた関係を持っているかがその人物の価値を決め、そう
した社会では上記のゴッフマンの言葉を借りるなら「その人が自分自身の体
裁をよく見せることによって自分が属している職業や宗教の体裁をよく見せ
る」行動規範が支配しているのである
　1930 年代から 40 年代にかけて社会学、人類学を志す数多くの中国の青年
が海を渡り、留学先の大学で西洋の古典理論との格闘の中から中国独自の概
念を誕生させた。胡はアメリカで「面子」概念を提唱し、1930 年代にイギ
リスでマリノフスキーに師事した費孝通は、帰国後の 1947 年に『郷土中国』
を発表し、「差序格局」として知られる自己を中心に発生する中国独自の社
会編成原理を明らかにした。
　費によると「我々の社会構造は西洋と異なり、薪をひと束ひと束たばねる
ようなものではなく、ちょうど石を水に投げ入れたときに発生した同心円状
に広がる波紋のようなものである。一人一人は社会に影響を与える輪の中心
にいて、波紋の広がりによって関係が生まれる。一人一人が、ある時点、あ
る地点で作り出す輪は同じではない」3）
　経済学者の加藤弘之はこの費の中国社会の結合原理を以下のように解釈す
ることで、中国経済の特徴に迫った。
「西洋流の個人主義では、社会を構成する個人は本質的に平等であ
り、西洋社会ではそれを前提に、社会の構成員に共通する利益を実
現する公と、特定の集団や個人の利益にかかわる私とを領域的、理
念的に区別しているが、中国の社会関係では、つねに「己」が中止
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であって、自分が属する集団が自分に利益をもたらすときは「私」
となるが、そうでないときは「公」と認識される。このように、公
と私は状況依存的、相対的なものである。」4）
（2）社会関係資本研究とネットワーク研究
　こうした研究は、従来は親密圏のような少人数を対象とし、主として人的
ネットワークの分析を使用したミクロ社会学の分野とされていた。しかし
1970 年以降、数量化を可能とする計測手法が開発され、公共圏まで射程に
入れることが出来るようになることで、信頼性研究を含むソーシャル・キャ
ピタル（以下、社会関係資本）研究 5）へと発展した。同研究は、実証可能
性だけでなく、ミクロからマクロまで射程の広い分析が可能であるといった
魅力をもつ。ただ射程が広いぶん、研究者によって想定する社会関係資本の
対象が異なっている。稲葉は、それぞれの分野の代表的研究者を挙げ、以下
のように概念整理を行った（カッコ内は代表的研究者）6）。
1． 私的財としての社会関係資本：個人間ないしは組織間のネットワーク
（リン、バート）
2． クラブ財としての社会関係資本：ある特定のグループ内における信頼・
規範（含む互酬性）（ウールコック、カワチ、コールマン）
3． 公共財：社会全般における信頼、規範（パットナム、アスレイナ―）
　西欧の社会学や社会人類学からの刺激を受け 1940 年代に誕生した上記の
「面子」「差序格局」のような中国独自の概念は、1956 年に当時の反右派運
動の中で社会学がブルジョア学として批判され中国の大学で社会学部が閉鎖
されるなか、封建的残滓として中国の高等教育から抹殺された。実際、1980
代に入るまで、それらは台湾、香港、アメリカなどで活動する華人研究者の
中で「失われた伝統中国社会の原理」として研究されるにとどまったのであ
る。
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（3）中国のソーシャルネットワーク研究
　計画経済期（1953-78 年）に停滞していた小集団研究であるが、1978 年以
降、社会学の復活を契機に、以下の「幸運」も手伝って再び注目を集めるよ
うになった。1980 年代のこの時期、以下にみるように社会学の専門教育研
究機関の設置、そこでの研究活動を通じ、中国は数多くの優れたソーシャル
ネットワーク研究者を輩出することになる。
1980 年　中国社会科学院に社会学研究所設置
1981 年　南開大学社会学班開設
1984 年　「天津市民生活状況、心理健康調査」
1986 年　「天津市民社会ネットワーク調査」
　こうした中国社会学の復活に寄与した社会学者の中で特に名高い人物が、
ソーシャルネットワーク研究者として世界的に知られたリンである 7）。リン
は当時勤務していたニューヨーク州立大学オールバニ校と南開大学との間の
交換教授として、当時社会学研究者養成の拠点となっていた南開大学で中国
各地の大学から派遣された若手研究者の養成にあたった。リンは南開大学だ
けでなく、その後北京大学、上海大学など 80 年代前半の最も早い時期に社
会学部が開設された大学でもソーシャルネットワーク論の講座を担当し、多
くの中国人学者を育成した。同時に、彼の「ネットワーク」を通じ当時アメ
リカで活躍していた世界的に著名な研究者が、当時のソーシャルネットワー
ク研究の最新理論を使って中国で調査を行い、それまで社会主義的言辞を
使ってしか語られてこなかった中国社会研究に新風をもたらした。
　リン・N「天津市民の生活状況及び心理健康に関する調査」（1985 年）、ブ
ラウ・P、ワルダー・A、阮丹青「天津市民のソ―シャルネットワーク調査」
（1990 年）、辺燕傑「天津市におけるソーシャルネットワークと求職行動調
査」（1994 年）、辺燕傑、デイビス・D、王紹光「1999 年中国 4 大都市にお
ける会食ネットワークと社会関係資本調査」（2005 年）、辺燕傑「1999 年中
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国 5 大都市におけるソーシャルネットワークと求職過程にする調査」（2001
年）等が代表的研究である。
　表 1 は、中国社会学では「南開班」と呼ばれる人々、すなわち南開大学に
開設された社会学研究者養成コースで学んだ社会学者の卵たちが、学びたて
のネットワーク研究の手法を使って中国社会研究に挑んだ軌跡である。彼ら
は南開大学がある天津で演習に参加し、後年ポストを得た大学で、自ら育て
た大学院生を使って研究を繰り広げていった。それはあたかも 20 世紀初頭、
初めて社会学部が開設されたシカゴ大学の研究者たちが、アメリカ社会の縮
図ともいえるシカゴのコミュニティに入り込み、のちにシカゴ学派として知
られる潮流を生み出していった構図とよく似ている。表 1 は張の論文で紹介
された中国のソーシャルネットワーク研究をテーマ別に一覧表にまとめたも
のである 8）。
表 1　中国のソーシャルネットワーク研究
計測対象 単位 テーマ 研究プロジェクト（代表者、調査対象）
ネット
ワーク
個人 地位達成 ① 辺燕傑（1997） 国有企業従業員
② 辺燕傑、張文宏（2001） 非組織労働者
③ 周玉（2006） 党幹部子弟
④ 王漢生、陳智霞（1998） 失業者
⑤ 丘海雄（1998） 同上
⑥ 趙延東（2002） 同上
⑦ 李培林（1996） 農民工
⑧ 王春光（2000） 在外中国人（温州出身者）
階層間
差異
① 辺燕傑（2004） 都市住民
② 辺燕傑（2005） 同上
③ 朱旭峰（2006） パワーエリート
ソーシャル
サポート
① 阮丹青（1990） 都市住民
② 張文宏（1999） 農民
③ 張其仔（1999） 農民
④ 蔡禾（1997） 都市住民
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（4）事例紹介
　こうした研究の事例として、80 年代から現在に至るまで中国のソーシャ
ルネットワーク研究でリーダー的役割を果たしてきた辺燕傑による「拝年
（年始挨拶）ネットワーク」の調査を紹介する。拝年とは中国の旧正月であ
る春節に際しての年始回りの挨拶である。
  1　春節期間中、どこで過ごしましたか ?
　　1）現住所、2）他地域（帰省を含む）、3）現住所、他地域双方
 2　春節期間中、どの方式（含む携帯メール）で、親族、友人、知り会いに
　　「拝年」をし、その対象の数はどれだけでしょうか ?
　　親戚（　　　）人 /戸、親しい友人（　　　）人 /戸、一般的友人（人 /戸）
 3　対象中の以下の人々の割合は ?
　　現住所　；1）ほぼ全員、2）大部分、3）ほぼ半分、4）一部、5）ほぼいない
　　同性　　；1）ほぼ全員、2）大部分、3）ほぼ半分、4）一部、5）ほぼいない
　　職場関係者；1）ほぼ全員、2）大部分、3）ほぼ半分、4）一部、5）ほぼいない
出典　張文宏，「中国社会網絡与社会資本研究 30 年」，『江海学刊』，2011 年
⑤ 李沛良（2001） 都市住民（北京、香港比較）
⑥ 蒋濤（2006） 薬物中毒者
組織 企業ネット
ワーク
① 辺燕傑、丘海雄（2000） 企業経営者
② 辺燕傑（2006） 民間企業経営者
③ 林闽鋼（2002） 企業協会
④ 羅家徳（2002） 企業（台湾関連金融事業主）
⑤ 李明歓（2002） 在外華人企業
信頼性 個人 公民意識 ① 陳健民、丘海雄（1999） 社区住民
② 胡栄（2006） 都市住民
③ 胡栄（2006） 農民
④ 林聚任（2005） 農民
⑤ 羅家徳（2006） 台湾人 IT 企業家
⑥ 秦海霞（2006） 私営企業主
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  4　 対象の中に以下の該当者はいましたか（いた /いない）（カッコ内は職業の威
信係数）
　　 研究者（95）、専門職（法律）（86）、専門職（経済）（64）、公務員（53）、エン
ジニア（86）、政府責任者（80）、党・団体責任者（73）、医者（86）、看護師
（48）、運転手（25）、経理（58）、民警（52）、労働者（20）、大学教授（91）、
小中学教師（77）、調理師（24）、農民（6）
 5　彼らの中で以下の「単位」の該当者は（いた /いない）
　　 政府・党関係、国有企業、国有事業、集団企業、個人企業、私営企業、外資・
合弁企業、株式制企業　
　辺の研究では 1996 年当時拝年を行う相手は 33 名、その標準誤差は 1.41
であった。表 2-1 は社会関係資本の規模を構成する各階層別のネットワーク
の規模、中心性、多様性の数値である。
表 2-1　階層別社会関係資本
社会資本 規模 中心性 多様性 指導層 管理者 知識層
上層 0.35 40.21 75.07 7.29 0.53 0.60 0.73
中上層 0.49 31.91 83.30 7.33 0.52 0.57 0.83
中層 0.18 28.86 77.00 5.90 0.38 0.45 0.73
中下層 -0.02 25.41 72.09 5.24 0.29 0.36 0.66
下層 -0.38 21.57 61.05 4.24 0.20 0.25 0.51
出典　辺燕傑『社会網絡与地位獲得』社会科学文献出版社、2012 年、39 頁
　辺は中国の都市住民における拝年ネットワークの分析から、以下のように
階層間で分散、独立した社会関係資本の「かたち」を指摘した。「砕片化」
として中国社会の階層化、格差、分断化に大きな関心が寄せられていたその
当時、拝年は和を旨とする中国の伝統文化のシンボルであった。その分、以
下に見る辺の結果は大きな社会的反響を呼んだ。
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　（1） 労働者階層では、拝年が同一階層間（労働者階層）内で完結してい
る。
　（2） 官僚層では独自の階層内拝年ネットワークが発達している。但し、他
の階層との間のネットワークが他の階層に比べ特に発達している訳で
もない。このため他の階層に影響を与えるほどの社会関係資本をもっ
ておらず、中国社会のパワーエリートにはなっていない。
　（3） 専門職、企業管理者階層は相互に「つかず離れず」の傾向があり、社
会関係資本の拡大に限界がある。
　社会階層の他にも、辺は社会関係資本の地域性にも注目した。
表 2-2　地域別社会関係資本
社会資本 規模 中心性 多様性 指導層 管理者 知識人
長春 -0.15 35.91 68.86 4.53 0.32 0.33 0.56
広州 0.01 26.67 73.25 5.25 0.32 0.37 0.69
済南 0.24 32.76 76.96 6.53 0.39 0.45 0.71
蘭州 0.07 26.97 72.31 5.93 0.31 0.37 0.69
上海 -0.28 13.29 66.70 4.06 0.21 0.29 0.58
天津 0.02 24.44 72.44 5.48 0.29 0.41 0.67
アモイ
（厦門） 0.39 41.27 80.87 6.81 0.48 0.53 0.81
西安 -0.17 17.48 67.73 4.85 0.28 0.36 0.60
出典　辺燕傑『社会網絡与地位獲得』社会科学文献出版社、2012 年、45 頁
　上記の数値が示すのは、拝年を通じたネットワーク構築の取組に対する地
域性の違いである。拝年ネットワークによって築かれる社会資本の規模を都
市別に並べると、①アモイ（厦門）、済南、②蘭州、西安、③上海、天津の
順となった。拝年に最も熱心だったのは、1990 年代前半にあっては郷鎮企
業、90 年後半になると IT 企業のような民間セクターが経済を牽引していっ
たアモイ（厦門）等の沿海部の都市に住む人々であった。調査からは、上海
や天津のように民間セクターに比べ国有セクターが多く、住民の平均年齢が
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高く、そのライフスタイルにおいても成熟期に入っていた上海、天津では、
人々がすでに拝年を通じた社会資本形成に勤しまなくなった姿も明らかにし
た。
　辺はその後の研究で、こうした中国独自の「拝年ネットワーク」に加え、
当時中国にあって公共政策の導入と公共圏との関係でテーマとなった対象、
すなわち社会的問題を相談、議論出来る相手を挙げてもらう「討論ネット
ワーク」をはじめ、「求職ネットワーク」「会食ネットワーク」等を取り上げ
ていった。辺のようなソーシャルネットワーク研究者たちは、中国社会の多
様なネットワークを計測することで、中国の人々の日常、非日常の行動の背
後にある中国社会の社会関係資本の形に迫ったのである 9）。
2. 中国のネットビジネスとソーシャルネットワーク
（1）クラブ財、公共財としての社会関係資本
　社会関係資本は、稲葉の指摘のように私的財・クラブ財・公共財の 3 つに
分類され、本論文は私的財としてのソーシャルネットワークを分析対象とし
ている。これまでは個人がもつネットワークを中心に中国の社会関係資本に
ついて論じてきたが、ネット企業の分析といった産業研究の議論に入る前
に、クラブ財と公共財としての社会関係資本について触れておきたい。
　筆者はかつて社会主義から資本主義への移行体制とされる中国において現
在起きている現象を理解するには、本論文の冒頭で紹介したような伝統中国
社会が持っていた「面子」「差序格局」のような概念で説明すること以外に、
経路依存性、即ち社会主義経験が中国社会に与えた影響を軽視すべきではな
いと指摘した 10）。計画経済期（1953-78 年）の都市住民の福祉の供給主体は、
「単位」として知られる国有・集団の公的セクター、もしくは「街道」とさ
れるそれ以外の 2 つのセクターから構成されていた。1956 年の戸籍制度導
入後労働移動が禁止されて以降、特に労働、教育、医療と従業員の生活全般
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がその中で完結された「単位」では、「公共圏と親密圏」とが未分離の状態
が続いた。李によるとこうした「単位体制」下、「襲（継承する）11）」、「認
（知り合う）」「拉（積極的関係を築く）」「钻（各種の手段を通じて有力者に
近づく）」「套（取り込む）」「連（連なる）」等の私的財とクラブ財とが未分
化な社会関係資本の形が形成されたとされる 12）。
　残る一つが公共財である。公共財としての社会関係資本研究に関しては、
主として社会心理学者の間で信頼性研究として様々な実証研究がなされてき
た。中国の信頼性研究における代表的研究者黄光国によると、信頼性研究の
主要尺度である一般信頼と特殊信頼について国際比較をしてみると、中国で
は特殊信頼に比べ一般信頼が低いという結果が出る。黄によると中国人は
「友人」に対する信頼の篤さに比べ、匿名の人々からなる社会一般に対する
信頼は低い 13）。
　こうした社会関係のあり方は、「拝年ネットワーク」「会食ネットワーク」
を通じた「認」「拉」「钻」「套」「連」等の行動原理とも親和性が高い。また
本論文の冒頭で紹介した費の「差序格局」について「中国の社会関係では、
つねに「己」が中止であって、自分が属する集団が自分に利益をもたらすと
きは「私」となるが、そうでないときは「公」と認識される。このように、
「公と私は状況依存的、相対的なものである」とした加藤の解説とも一致す
る。また加藤が指摘した「公―私」関係の理解は、今日の格差、腐敗といっ
た中国が抱える深刻な社会的、経済的そして政治的問題を理解する上での理
論的根拠として使われることも多い。
　他方で、逆に中国人社会における一般信頼の高さを指摘する研究もある。
日本における信頼性研究の代表的研究者である山岸が行った日中の比較実験
で山岸は、一般信頼について中国人は日本人に比べ高いことを実証し、山岸
の年来の主張である「安心社会では信頼が生まれにくい」と結論付けた 14）。
実際、ピュー国際比較態度調査（Pew Global Attitude Survey）、「世界価値観
調査（World Values Survey）」「東アジア価値観調査」「日本人の国民性研究」
「アジアバロメーター調査」等の国際比較調査を見ても、日本人に比べ中国
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人の方が一般信頼において高いスコアを示している 15）。
　筆者はこうした一般信頼をめぐる日中両国の研究者の解釈の相違にこそ、
今日の中国社会の特徴が表れていると考えている。以下、本論文のテーマで
ある現在の電子商取引の中心にいる若者とインターネットとの関係を分析し
て行く中から、一般信頼をめぐるこのパラドックスを解く鍵を見出したい。
（2）ソーシャルネットワークと起業―「特殊信頼」から「一般信頼」へ
　「血縁」「地縁」「学校縁」など個人はさまざまなネットワークを使って
生存している。実際、中国では国有企業のネットワークから自由な、例え
ば IT 産業のような分野では、「地縁」「同窓縁」など個人が持つさまざまな
ネットワークを生かし数多くの企業が誕生している。起業活動の国際比較で
ある TEA（総合企業活動指数（Total Early-Stage Entrepreneurial Activity））を
示す図 1 からも、中国は 21 世紀に入って世界の中で最も起業活動が活発な
国であることが判る 16）。
図 1　TEA の国際比較
　出典『平成 25 年度創業・起業家支援事業（起業家精神と成長ベンチャーに関す
る国際調査）』一般財団法人ベンチャープライズセンター、2016 年、8 ページ
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　産業ネットワークの議論に入る前に、今一度、人々がソーシャルネット
ワークから手にする便益について整理しておく。リンは以下の 7 つの命題と
して整理した 17）
 1．社会関係資本の見返り（命題 1　社会関係資本命題）
 2．社会関係資本へのアクセス
　　・構造的地位（命題 2　地位の強み命題）
　　・ 社会的紐帯（命題 3（強い紐帯の強み命題）、命題 4（弱い紐帯の強み
命題））
　　・ネットワークにおける位置（命題 5　位置の強み命題）
　　・ネットワークにおける位置と構造上の地位との相互作用
　　　　　　　　　　　　　　　　（命題 6　位置の地位の交互作用命題））
　　・構造上の地位とネットワーキングとの交互作用
　　　　　　　　　　　　（命題 7　ネットワーキング効果の構造依存命題）
　命題 1 は、「社会関係資本と行為の成功の間には、正の相関関係がある」
とする命題で、これが検証されて、初めてその正の相関関係をもたらす成功
要因の説明変数として各種の変数を求める命題 2 以下が意味を持つ。その意
味で、命題 1 は社会関係資本論の根本命題である。
　本論文のこれまでの議論で見てきたように、中国では伝統的に社会関係資
本の多寡が行為成功のカギとなることが知られてきた。だからこそ中国社会
を論じるときに必ず「コネ社会」「関係（GUANXI）」といったフォーマル、
インフォーマルを問わずネットワークと関係した概念を使ってその特徴が語
られて来たと言えよう。
　表 1 で紹介したように 1980 年代以来、社会学者の多くは中国人のネット
ワークの形や構築行動に注目した。但し社会学者だけでなく経済、経営学者
も社会学に起源するネットワーク論に関心を持ち、80 年代以降新たに誕生
した民間セクターの研究にネットワーク分析の手法を使用した。その中でも
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当時の中国の産業研究の現状をよく説明できる概念として注目されたのがグ
ラノベッターによる「「弱い紐帯」の持つ創発性」である。
　グラノべッタ―によると、「紐帯が弱いほど、道具的行為にとってより社
会関係資本へのアクセスがしやすくなる」。彼の説では、ある交際圏に埋め
込まれた個人は、交際圏の他のメンバーと同質的な特徴を持つことが多く、
この類似性は情報面にまでおよび、このために他のより広い社会構造につい
ての知識もその交際圏のメンバーの中では同じようになる。グラノベッター
によると、もしもそれとは別の情報が必要なら自分のいる交際圏ではなく、
他の交際圏のほうが見つかりやすい 18）。
3. ネット企業の成長と消費者行動の変容─ B2B から B2C へ
（1）地域ネットワークから匿名ネットワークへ
　表 3 は、1980 年代に誕生した長江デルタにおける産業集積地の一覧である。
本論文の冒頭、差序格局の概念で取り上げた費孝通は、小城鎮論の提唱者と
しても知られている。同理論では費は、当時計画経済の枠外に存在していた
地方都市の集団企業も、廉価な在地の人的、物的資源を使って発展が可能で
あると考えた。費の故郷蘇州は繊維産業を中心に伝統中国の代表的産地とし
て知られており、実際、蘇州の伝統工芸はその後背地である近郊農村からの
人的、物的供給に支えられてきた。費は自らの小城鎮論でこうした社会主義
体制以前にあった資源に依拠したネットワークに中国の市場経済の明日を見
出そうしたのである。この発想のもと、非国有セクターに対する支援策が出
され、その結果、表 3 のような都市近郊の農村部に多様な産地が誕生するこ
とになる。こうした産地の産業地では、1980 年代から 1990 年代にかけて数
多くの郷鎮企業が誕生した。これらの企業の多くが人民公社期に誕生し、伝
統村落の人的ネットワークに依拠していたことから、郷鎮企業はネットワー
ク論の用語を使えば地縁という「強い紐帯」のメリットを生かした組織であ
る。
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表 3　長江デルタの産業集積地
　出典　丸川知雄『現代中国経済（有斐閣アルマ）』有斐閣、2013 年、290 ページ
大分類 4桁分類 所在地 企業数
食品・飲料・アパレル 水産品冷凍加工 浙江省寧波市象山県石浦鎮 128
繊維・アパレル 綿・化繊紡織加工 江蘇省常酬市武進市湖塘鎮 546
繊維・アパレル 綿・化繊紡織加工 江蘇省南通市通州県観音山鎮 270
繊維・アパレル 絹紡・絹織加工 江蘇省蘇州市呉江市盛沢鎮 505
繊維・アパレル 革靴製造 浙江省台州市温嶺市横峰鎮 336
繊維・アパレル 革靴製造 浙江省温州市鹿城区双峪鎮・市区 280
繊維・アパレル 綿・化繊ニット製品 浙江省寧波市象山県丹東街道・丹西街道 277
木材・紙および製品 包装印刷 浙江省温州市蒼南県龍港鎮 427
木材・紙および製品 パーティクルボード製造 江蘇省徐州市邳州市官湖鎮 285
化学 日用プラスチック雑製品製造
浙江省台州市黄岩区北城街道・
東城街道・西城街道・江口街道 419
非金属鉱物製品 軽質建築材料製造 江蘇省蘇州市呉江市震沢鎮 215
金属 鋼圧延加工 江蘇省無錫市錫山市銭橋鎮 238
機械 ポンプ・真空設備製造 浙江省台州市温嶺市大渓鎮 377
機械 バルブ 浙江省温州市永嘉県甌北鎮 386
機械 電動工具 浙江省台州市黄岩区北城街道・東城街道・ 273
機械 金型 西城街道・江口街道 256
機械 自動車部品 浙江省台州市玉環鎮坎門鎮 474
機械 自動車部品 浙江省台州市玉環鎮玉城街道 416
機械 自動車部品 浙江省温州市瑞安市塘下鎮 402
精密機械 眼鏡製造 浙江省台州市臨海市杜橋鎮 148
工芸品 その他日曜雑製品 温州市永嘉県橋頭鎮 263
工芸品 その他日曜雑製品 浙江省嘉興市嘉善県西塘鎮 224
工芸品 その他日曜雑製品 浙江省台州市仙居県城関鎮 227
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　グラノベッターによればネットワークを持つ者同士の関係の強さは、関係
の強度、親交の頻度（信頼間）、互恵的相互関係、認知された義務感によっ
て表される。「強い紐帯」は、華人と呼ばれる在外中国人と並んで社会主義
革命を逞しく生き抜いた地縁、血縁といった伝統的中国が持つ「強い紐帯」
に他ならず、実際に表 3 が示す各産地の企業数も 100 から 500 と、ネット
ワーク調査でも起名法が可能な対象、まさしく人々が自らのネットワークと
して思い浮かべることの出来る規模となっている。
（2）ネット企業の誕生─アリババの事例から
　今日、中国は世界の電子商取引市場でアメリカと並ぶ最大の市場となって
いる。以下が今日に至る中国の電子商取引企業の発展のあゆみである。
　1993 年　国民経済情報化連合弁公室（国有企業改革）
　1995 年　初のネット企業設立
　1996 年　国務院国家情報化工作指導小組
　1997 年　中国商品取引システム（CGOS）
　1998 年 　B 2 B 　取引成功
　1999 年　アリババ（阿里巴巴）設立　
　2003 年　淘宝網開設、「支付宝」（アリペイ）導入
　2005 年　Yahoo（中国）買収
　2007 年　香港証券市場上場
　アリババは世界有数の電子商取引企業であるが、当初は創業者馬雲の故郷
である杭州で 18 名の B2B 企業としてスタートした 19）。今日杭州がある浙江
省は、図 2 が示すように中国のネット企業の最大の集積地となっている。同
図から分かるのは、電子商取引は北京、上海という大都市よりは、むしろ浙
江、広東といった計画経済体制の外にあって国家の保護・規制が弱い分、相
対的に自由な活動が許された地域を中心に誕生したとの事実である。こう
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した地域は 1980 年代から 90 年代にかけて郷鎮企業が地域経済を牽引し、90
年代後半以降はアリババのようなネット企業がその当時、最盛期を迎えてい
た郷鎮企業の取引の仲介者としての役割を果たすことで、沿海部を「世界の
工場中国」の代表的地域として押し上げていった。
　90 年代に入り中国においてネット企業が急速に成長した理由として、同
時期の中国経済がグローバル化、情報化、都市化を経験したことが挙げられ
る。それらによってもたらされる急速な産業構造転換に対して、ネット企
業は迅速かつ低コストで対応した。他方でアリババが誕生した時期は Ebay, 
Amazon のような世界的ネット企業の巨人が、2001 年からの WTO 加盟を控
えた中国の可能性に注目し続々と中国市場に参入した時期でもあった。アリ
ババがこうした企業に対して最終的に有利な位置を占めるようになったのに
は、以下の理由があったとされている。例えば Ebay が買い手と売り手との
図 2　B2B 企業の地域分布
出典：『中国電子商務発展報告（2010 年）』、但し黄浩、荆林波、李立威「中国主要
地区電子商務発展特点分析、『科学与技術』、95 頁からの再引用
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直接取引を禁止し、それによってコミッションを確保しようとしたのに対
し、アリババが開設した B2C サイトである淘宝網では当初から直接取引を
推奨した。このように中国のネット企業は、既に見た地域市場に根差した当
時の中国の民間企業の商慣行に則ったビジネスモデルを導入したことで、成
功の鍵を手にした 20）。
　郷鎮企業に代表されるように中国経済の民間セクターは、80 年代、産地
という地縁をもとに誕生した。地縁という「強い紐帯」が持つ信用と情報の
機能を存分に生かし、同郷人が創設した A 社の技術は同郷の B 社にも「模
倣され」、それが C 社に伝播した。地域という同質性の高いネットワークの
中で共有され、その結果として数多くの産地が形成された。その背後には地
域全体での産業振興の旗売り役の地方政府の支援があったことは言うまでも
ない。ただこうしたネットワークは一度地域を越えようとした際、信頼の欠
如の前に、決済、製品トラブル等の様々な課題に直面することになる。当
時、多くの企業広告に経営者の顔写真が掲載されていたことは、当時の中国
が「顔」、まさしく経営者に対する対人信頼、即ち特殊信頼に頼らなくては
ならなかったことを物語っている。
　ではなぜネット企業が郷鎮企業の仲介者となりえたのか。以下では、ネッ
ト企業がどのようなメカニズムの下にグラノベッターが創業、起業のカギと
考えた「弱い紐帯」となりえたのかについて、山岸、吉開の研究を使って説
明してみたい 21）。
　図 3 はインターネット上の匿名市場における評判の機能を示した図である。
　同図の上部は、コンピューター画面上に表示された販売者がつける商品情
報であり、下部は実際の販売者だけが知っている商品の情報である。「匿名
市場」にあっては、売り手と買い手との間に情報の非対称性があるため、イ
ンターネット上のオークション市場はアカロフが理論化した「レモン市場」
となっている。レモン市場では、本当は高品質の商品を売りたいと思ってい
る生産者も損失を避けるために最低品質のものを販売しなくてはならない。
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本論文の冒頭で費の差序格局について加藤が「中国の社会関係では、つね
に「己」が中止であって、自分が属する集団が自分に利益をもたらすときは
「私」となるが、そうでないときは「公」と認識される」と解釈したように、
伝統中国社会において人々が思い描く「公」は、インターネット市場に出現
した「レモン市場」である。
　電子商取引は自らのサイトをいかにこうした「レモン市場」とさせないか
の工夫から始まった。図 4 は市場を匿名市場、顕名市場、評判市場に分け、
それぞれの取引の時系列変化を見たものである。匿名市場に出品される商品
は次第に劣化されてゆくのに対し、評判市場は顕名市場と同じだけの機能を
はたしている。
　産業研究の分野でも、マッツの一連の研究が明らかにしたように、電子商
取引は利用者の間の一般信頼を高めることが知られている 22）。中国の場合、
表 4 のような電子商取引の先進国アメリカで誕生した各種の評判システムを
早い段階で利用出来たことも、追い風となった。当時の中国では企業がリア
図 3　匿名市場における販売価格
　出典　山岸俊男、吉開範章『ネット評判社会』NTT 出版、2009 年、72 ページ
　※は実際の品質が持つ価格。
匿名市場
品質 100 品質 100 品質 100 品質 90
価格 120 価格 110 価格 10 価格 120
品質 100 品質 100 品質 90
価格 140 価格 140 価格 130
品質 60 品質 90 品質 100
価格 70 価格 120 価格 140
あなたが販売中の商品 　あなたの資産
品質 100 品質 100 110
価格 130 価格 140
品質（※） 30 品質（※） 100
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表 4　アメリカの評判システム
山岸俊男、吉開範章『ネット評判社会』NTT 出版、2009 年、154 ページ
使用される分野 サイト名 評判の原理（作成・表現）
電子商取引 E-Bay 購入者のスコア（+1、0、-1）の単純加算＋コメント。
取り引き履歴は全て公開。売り主と買主の相互評価。
Power Saler のブランドあり
Epinion 商品および店舗に対して、レビューとレビュアの双
方に評判を付与。5星のマークとコメントで評価
Bizrate 店舗への消費者の評価を 4 値（とても良い、良い、
普通、悪い）で評価
Amazon 今までの累積値の平均と取引回数
図 4　各種市場間の平均品質の推移
山岸俊男、吉開範章『ネット評判社会』NTT 出版、2009 年、75 ページ
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ルな取引で偽物を初めとする様々な社会的問題を引き起こし、企業自体が社
会的不安の源となっていた。企業間の取引において対人信用すなわち特殊信
頼しか頼るものがなかった当時の中国にあって、人々は信用情報がネット上
に一挙に公開されてしまうこうした仕組を信用したのである。
　アリババなどの中国のネット企業は、アメリカの先行事例を参考に、独自
の評判システムを開発した。これによりリアルの市場ではバイヤー同士の特
殊信頼でしか実現できなった取引を、ネットの中では大規模かつ低コストで
実現させていった。つまりこれまで地域を超えて広がらなかった一般信頼が
ネット空間で誕生したのである。
（3）特殊信頼から一般信頼へ
　本節を終えるにあたり以下、興味深いデータを紹介したい。図 5 は主
に WVS（World Values Survey）による世界各国の信頼度の比較研究を使っ
た中国における一般信頼係数の時系列的変化である。WVS は 1990、1995、
2001、2007 年に実際され、それ以外の年の値は、各種の類似の調査から得
図 5　中国における一般信頼係数の変化
出典　 楊明、孟天広、方然「変遷社会中社会信任：存量与変化－ 1990 ～ 2010」
『北京大学学報（哲学社会科学版）』（2011 年第 6 期）
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たデータを使用している 23）。
　図 5 が示すデータからは、90 年代に入り低下を続けた人々の社会に対す
る信頼度は、2003 年を底として現在まで一貫して上昇傾向にあることが読
み取れる。本節のテーマとの関連で言えば、それはアリババの馬雲、百度の
李彦宏、騰訊の馬化謄といった現在の中国の代表的企業が創業した時期と重
なっている。この時期、ネット企業には有能な若者が集い、彼らが続々と革
新的ビジネスモデルを打ち出すことで、中国社会の電子化が進んだ。イン
ターネットの普及が一般信頼にとってプラスの意味を持つとしたワッツの主
張が、上記の実験によって論理的かつ実証的にも裏付けられたとするのは、
いささか牽強付会に過ぎるであろうか。
4. 中国人消費者にとっての親密圏の役割
─ B2C における「圏子（QUANZI）」の機能
（1）消費市場におけるネット企業の台頭
　本論文の冒頭でも紹介したように中国は今や世界最大の電子商取引市場
国である。2015 年の段階で、その市場規模は中国 6,7207 億ドル、アメリカ
3,402 億ドル、日本 896 億ドルとなっており 24）、消費市場に占める電子商取
引の割合もアメリカ 7％、日本 5％であるのに対して、中国は 12％に上って
いる。2018 年の予想では、電子商取引比率はアメリカ 9％、日本 7% と日米
両国の消費者が今後ともリアル店舗を中心とした伝統的購買チャネルを重視
してゆくのに対して、中国は 29％となるなど、中国では消費チャネルにお
けるバーチャル化が急速に進むと予想されている 25）。
　B2C 分野における電子商取引企業の発展の軌跡を整理すると以下のよう
になる。
1999 年　当当網、易趣網設立
2000 年　卓越網設立
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図 6　電子商取引における B2B、B2C 取引額と両者比率
　出典　阿里研究院『貿易的未来：跨境電商連接世界― 2016 年中国跨境電商発展
報告、阿里研究院、2016 年、13 頁
2003 年　淘宝網設立、Ebay 易趣網買収
2004 年　支付宝開設、アマゾン Amazon 卓越網買収
2006 年　京東網、拍拍網設立
　図 6 から、従来圧倒的に B2B が多かった中国の電子商取引市場において近
年、B2C の比率が高まり、中国が「世界の工場」から「世界の市場」へと急
速に転換している姿が確認出来る。こうした展開の背後には、それまで生産
者として B2B を利用していたネットユーザーの変化がある。すなわち実際の
取引経験からネットで「出会う」相手を信頼出来ると考えるようになった彼
らは、その経験から消費者としてネット上での取引における一般信頼を高め
てゆき、その結果、B2C のユーザーになっていったのである。図 6 からはこ
うした構造が見て取れよう。
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（2）中国人消費者の消費のグローバル化と「圏子」（QUANZI）の役割
　中国人消費者の間で進行している消費傾向として、こうした電子化の他に
「海淘」として知られるグローバル化がある。「海淘」の「海」は海外、「淘」
は探し当てることを意味し、「海淘」とはまさしく世界中の良品を探して買
い漁る中国人消費者の行動を指す言葉となっている。日本でいう「爆買い」
はそうした世界中で展開されている「海淘」の一部に過ぎない。現在、中国
では以下が代表的越境コマースサイトとして知られている。
　では中国の消費者はどの国の商品を「海淘」しているのであろうか。図 7
は中国最大の越境コマースサイトである天猫国際 26）の取引が示すデータで
ある。
　同図から、インターネットを通じて中国の消費者が接する世界は 3 つに分
類されていることが判る。（1）相互型（輸出、輸入額がほぼ同額）、（2）日
本・韓国型（輸入中心）、（3）BRICS 型（輸出中心）
　博報堂（上海）の調査では、「海外の電子商取引サイトをみたことがある
か」との質問に対してアメリカ 59％、日本 37％の消費者が「はい」と答え
たのに対し、中国の場合、84％に上っている。既に紹介した経済産業省の報
告書が示すように、越境コマースサイトの利用比率は、日本 11％、アメリ
表 5　代表的越境コマースサイト
　出典　阿里研究院『貿易的未来：跨境電商連接世界― 2016 年中国跨境電商発展
報告』阿里研究院、2016 年、6 頁
プラットフォーム型 自営型
越境B2B 輸出 アリババ国際、中国製造網、環球資源網、敦煌網
越境B2B 輸入 1688.Com , 海帯網
越境Eコマース 輸出 速売通、eBAY, Amazon, Wish 蘭亭集勢、DX、米蘭網
越境Eコマース 輸入 天猫国際、淘宝全球購 網易考拉、京東全球網、聚美優品、小紅書
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カ 20％であるのに対し、中国は 32％と高い。このように各種の研究からも
中国の消費者が「海外に良品あり」と考え、熱心にネットと通じて「海淘」
を行っている姿が確認出来る。経済産業省の報告書でも、2019 年の越境コ
マースの予想市場規模は日本 3,333 億円、アメリカ 14,193 億円、中国 48,145
億円となっており、今後の潜在的市場規模を考慮すると、中国の消費者のイ
ンターネットを通じた動向がいかに世界経済に大きな意味を持つかが理解で
きよう。
　図 7 で韓国と並んで専ら「海淘」の対象国となっている日本の場合、対中
市場は 2019 年の予測値は 23,359 億円になるとされ、8,451 億円であるとさ
れる対米市場の約 3 倍の市場規模が予想されている。このことからも日本企
業にとって中国の消費者研究はより重要性を増してくるに違いない 27）。
　では実際にこうした消費者がどれだけ海外のサイトから購入した経験があ
るのか、その比率を見てみよう。アメリカ 43％、中国 16％と、アメリカの
消費者の 75％が検索後に実際の購入へと至っているのに対し、中国は僅か
図 7　越境コマース（国別）
　出典　阿里研究院『貿易的未来：跨境電商連接世界― 2016 年中国跨境電商発展
報告』阿里研究院、2016 年、26 頁
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19％に留まっている。逆に、「過去一年で中国国内のリアル店舗以外で、ど
のようなルートで海外製品を購入したか」を尋ねると、第 1 位「知人、友人
に託す」42％、第 2 位「海外旅行に行った際に購入」35％、第 3 位「国内の
サイトを利用」、第 4 位「海外のサイトを利用」となっている。
　こうした姿から「良品は海外にあり」と海外情報に対して興味津々である
一方で、実際の行動は自分を含む中国人ネットワークを信頼するという構造
が浮かび上がってくる 28）。
　つまり国内商品のように日頃慣れ親しんだサイトでネットショッピングを
楽しみ、未知の海外の商品については興味津々と海外のサイトで情報を集め
ながらも、実際の購入は友人などの「親密圏」での評価を第一義として購入
している姿である。
　中国経済のグローバル化と IT 化の恩恵を受け、いまや多くの分野で世界
最大の消費者となった中国の消費者。インターネット時代にあっても「差序
格局」以来のかれらの遺伝子は健在である。それでも華人という巨大な「親
密圏」ネットワークが世界中に広がっている彼らにとっては、「親密圏」と
いう保険があるために、例えその意味が理解できない外国語で書かれたサイ
トであっても、「親密圏」から情報を得て、大胆に世界中の良品を「海淘」
できるのかも知れない。
　SNS はインターネットという「親密圏」における自己表現の形である。
世界中の良品という絶好の自己表現の素材を得た中国の消費者は、「爆買い」
「海淘」を繰り返し、それを SNS で発信することでどのような自分らしさを
表現しようとしているのか。この後に続く課題としたい。
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Role of Social Networks in Consumer Behavior in China:
from Dangwei to Quanzi
Hidehiko MITSUHASHI
Since 2014, China has become the largest market in electronic commerce (EC). This 
means that the Chinese society has entered a new stage in social networking. This 
paper analyses how and why the mechanism of social networking changed at each 
stage of social transformation in contemporary China.
The 1940s are known as the ﬁrst golden age of Chinese sociology. During that 
decade, Chinese scholars attempted to analyze Chinese society through original 
concepts, and wrote classical works on Chinese society. Among these, two are 
particularly signiﬁcant concepts that have inﬂuenced today's society.
One is “face” (mianzi) by Hu Xianjin and the other is “the pattern of difference 
sequence” (Cha Xu Ge Ju) by Fei Xiao Tong. They observe the interactions between 
the “self” and “society” and clearly describe how members living in a lower trust 
society such as China widen their personal networks and weave social networks to 
relieve uncertainty. However, the discipline of sociology was banned in the 1950s 
since it was labelled a bourgeois science, and the trajectory of social network 
analysis was disrupted.
In the 1980s, to reconstruct the discipline, the Chinese government invited some 
leading scholars, and under their leadership raised a young generation of Chinese 
sociologists called “The Team of Nankai” (Nankai Ban). Nan Lin, as a visiting 
scholar, organized research projects on urban society by using methods of network 
analyses. Since then, a social network approach instead of a socialistic one has been 
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applied in various ﬁelds of research, such as enterprises, government organizations, 
etc.
In the 1990s, the Chinese society entered a new stage of networking through the 
introduction of the Internet. People who were unknown to each other could exchange 
information and trade by checking their reputation criteria. Emerging EC ﬁrms can 
build and complete their online network on the basis of social networks. Since then, 
the Chinese society has gradually has transformed into a civil society wherein the 
members can cooperate and trust beyond personal relationships.
In conclusion, this paper argues that the rapid growth of the EC market can 
attribute its success to the maturation of social networking that developed in the 
lower trust society.
